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積水ハウス 夏季ピーク電力カットに向けて自主宣言

オーナー様などにも呼びかけ、展示場やハンドブックで

省電力のライフスタイルを積極提案
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積水ハウス株式会社は、5月18日（水）に環境省認定の「エコ･ファースト企業」として夏季ピーク電力15％

カットに積極的に取り組むことを松本龍環境大臣に約束しました。

環境省が環境保全に対する取り組みが各業界のトップランナーであると認定した「エコ･ファースト企業※1」

に対する、環境省の呼びかけに応じたもので、現在の喫緊の課題である節電対策に当社が率先して取り組むこと

で、国民意識の向上、ひいては企業の節電対策の模範となるよう先駆けて自主宣言したものです。

（※1 当社は平成20年6月24日認定／現在の認定企業38社 ）

自主宣言には、企業内努力による取り組みはもちろん、日本最多の住宅オーナーの皆様（累積建築戸数204万

5千戸(うち戸建住宅建築戸数70万戸)）をはじめ、住宅展示場やショールームに来場されるお客様とも広く接点

の持てる企業として、省エネ、節電の暮らしを呼びかけていくことも盛り込んでいます。

既に、横浜・みなとみらい地区のスマートネットワークの実証実験住宅「観環居」におけるイベント「観環居

カフェ」や各拠点での環境イベントをスタートしていますが、6月上旬からはオーナー様に向けて、住宅内（家

庭）でできる節電の取り組みについて、当社独自の調査をもとにまとめたハンドブック「いえコロジー 節電＋

防災編※2」をお届けし、ご説明をさせていただきながら、節電の意識を高めていただきます。また、住宅展示

場やショールームの来場者にも本ハンドブックを配布したり、電力計などを使って省エネ体験をしていただいた

りして、省電力のライフスタイルを提案します。 （※2 現在作成中。A4版12頁、6月上旬住宅展示場等で配布予定）

当社はこれまでも、安全・安心・快適に暮らしながら、家計にも地球環境にもやさしい環境配慮型住宅「グリ

ーンファースト」の普及に努めてまいりました。節電への取り組み

に注目が集まる中、断熱性・気密性にすぐれて「省エネ」で、かつ、

太陽光発電システムまたは燃料電池「エネファーム」設置により、

「創エネ」を実現する「グリーンファースト」は、新築住宅におけ

るシェアが7割を超え、中でも、太陽光発電と燃料電池の両方を設置

するW発電住宅の割合が急伸しており、「創エネ」への社会のニーズするW発電住宅の割合が急伸しており、 創 ネ」 の社会の ズ

は急速に高まっています。今後も、本業である「グリーンファースト」

の一層の深化や拡販を通した貢献も行ってまいります。

＜本件に関するお問い合わせ先＞

積水ハウス株式会社 広報部
（大阪）06-6440-3021 （東京）03-5575-1740
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（参考）環境大臣へ自主宣言した文書

エコ・ファースト企業としての自主宣言行動

夏季のピーク電力節電対策及び節電目標

平成 23 年 5 月 18日

積水ハウス株式会社
代表取締役会長 兼 CEO

和 田 勇

環境大臣 松本 龍 殿

和 田 勇

積水ハウス株式会社と積水ハウスグループ各社は、エコ・ファースト企業として以下の通り、夏季のピーク電力
15％カットに向けて積極的に取り組むことを自主的に宣言し、行動してまいります。

●生産部門（関東工場、東北工場）

・工場内における輪番制や時差操業による電力消費の平準化、東京電力・東北電力エリア外への一部生産シ
フト、各種節電施策の実施等により、ピーク電力カットに努めます。

●オフィス部門●オフィス部門

・関連企業も含めてクールビズを実施。冷房温度を28℃にすることで節電を図ります。

・外出することの多い営業社員などが駐在する事務所では、在室人員に応じて利用エリアを集約し、照明・冷房
の対象面積を削減することで電力の削減を図ります。

・減灯、消灯、ＯＡ機器の集約、待機電力機器の利用停止などを徹底します。

・帰宅時に東面のブラインドを閉めて帰ります（朝の太陽光の侵入を防ぐことで冷房の省エネを図ります）。

・大人数が集まる会議や研修は、できる限り東京電力・東北電力エリア外で開催します。

●住宅展示場、ショールーム等

・基本的には展示場、ショールームを、省電力生活の提案の場として活用します。

・既に推進している、展示場やショールームの照明の白熱灯からＬＥＤへの交換を5月中に完了します。

・お客様のご理解を得られる範囲で、来場者の少ない平日の日中は冷房の使用を控えピークカットを図ります。

・ピーク電力を削減する生活スタイルをまとめた冊子をお客様に配布し、またお客様ご自身が展示場で電力計
などを使いながら省エネ体験できるようにすることで、省電力生活スタイルの啓発に努めます。

・設置可能な展示場では、グリーンカーテン等により、自然の風や緑陰などを積極的に活用し、節電しながら快
適に過ごせる暮らし提案を行います。

・「快適に冷房しながら省電力にも役立つ太陽光発電や燃料電池を標準装備したグリーンファースト」の新築に
占める比率を70％から75％に高めます。

●オーナー様の省エネ住宅の提案、節電の暮らし工夫提案

・全国70万世帯のオーナー様（東京電力・東北電力エリア内は30万世帯）に呼びかけ、省エネ、節電の暮らし

を提案します（オーナー様向け会報誌「きずな」、ネットオーナーズクラブ、節電アクションコンテスト等）。

・エネルギー消費を大幅に削減できる、省エネ・創エネリフォーム提案を強化します。

●具体的な削減量

・工場部門では、最大電力消費を 2010年度 東北工場1,747kW、関東工場5,181kWであったものを15％削減
し、東北工場1,485kW、関東工場4,404ｋＷとします。

事務所及び展示場部門では 最大電力消費が不明なため ７ 9月の電力消費合計 東北電力管内102万
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・事務所及び展示場部門では、最大電力消費が不明なため、７～9月の電力消費合計 東北電力管内102万
kWh、東京電力管内706万kWhを総量で15％削減し、それぞれ87万kWh、600万kWhとします。

以 上


